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1. はじめに 

近年、フィギュアやプラモデルはその

造形技術の高さから急速にそのシェアを

伸ばしている。これらは飾って観賞する

ことで満足感が得られる物であり、その

ための棚としてコレクションケースが存

在する。ケースを使えばフィギュア等を

自由に展示することができるが、図 1の

ように同時に飾れる物の数に限りがあっ

たり、後から配置を変えづらいといった

問題がある。また部屋が狭いとそもそも

ケースを設置することができない。 

そこで本研究ではこれらの問題を解決

する仮想コレクションケースの構築を目

指す。仮想コレクションケースとは、フ

ィギュアやプラモデル等を多くの視点か

ら撮影したものから観察者の位置に合わ

せて最適な画像を裸眼 3D で表示するこ

とでモニター内に展示物が飾られている

ように見せるシステムである。 

 

図 1 コレクションケース 

2. 先行研究 

先行研究として仮想窓システム[1]が

挙げられる。これは少しずつ視点位置を

ずらしながら撮影した風景の写真を用意

し、観察者の視点を認識して表示する画

像を変えることでモニターの向こう側に

別の空間が広がっているように感じさせ

るシステムである。表示する写真の撮影

には膨大な時間がかかるので図 2のよう

な自動撮影機を用いている。 

2010 年度の研究では立体視に対応し

ており、観察者の認識には AR マーカー

を用いていた。また動作が遅く、表示す

る画像の切り替えをスムーズに行えない

問題があった。 

2011 年度の研究でシステムの高速化

によるスムーズな画像切り替え[2]、マー

カー無しでの観察者認識[3]がなされた。

だが高速化の過程で立体視ができなくな

る問題が発生した。 

 

図 2 自動撮影機 



3. 研究手法 

観察者の視点位置認識、最適画像の選

出は既に仮想窓システムで実現されてい

る。本研究では仮想窓システムの表示対

象をフィギュアやプラモデル等の展示物

に変更、裸眼立体視に対応させることで

目標の達成を目指す。 

裸眼3Dディスプレイはその3D表示方

式の仕様上 3D で見ることのできる視点

位置が限定されてしまう。しかしそれで

は本研究に利用できないので、広い範囲

で立体視可能な裸眼 3D ディスプレイを

持つ dynabook Qosmio T852[4]を利用す

る。 

表示する展示物はビデオカメラで 3D

動画を撮影する。最適画像は動画から任

意のフレームを抜き出して表示する。 

 

4. 進捗状況 

任意の画像を裸眼 3D で表示する手法

を考案した。PC で立体視を行うための

3DグラスとしてNVIDIA 3D VISION[5]

が存在する。任意の画像を 3D VISION

を使って立体視できるように表示するプ

ログラムを Qosmio T852 で実行したと

ころ、表示された画像は裸眼立体視が可

能であることを確認した。これより 3D 

VISION で 3D 表示するプログラムを作

成することで裸眼立体視に対応できるこ

とがわかった。 

3D VISIONはQuadro系のGPUでは

DirectX と OpenGL に、GeForce 系の

GPUでは DirectXのみに対応している。

Qosmio T852 のグラフィックボードは

GeForce系なので開発は DirectXで行う。

仮想窓システムはOpenGLを用いていた

のでその処理を DirectX に変更している

ところである。 

 

5. 今後の課題 

今後はまず DirectXで動作する仮想窓

システムを完成させる。その後、画像表

示を裸眼 3D で行えるように改良する。

同時に、画面に表示する展示物の 3D 動

画を撮影する。この際、手動で撮影を行

うとカメラの動く速度が一定にならず任

意のフレームを指定して取得することが

できないと思われるので、撮影方法を考

案する必要がある。図 2に示した自動撮

影機を用いて等速にカメラを動かせばこ

の問題を解決できると考えられる。 
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